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島根おおちトピックス

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
対
話
集
会

　
島
根
お
お
ち
女
性
部
（
森
光
美
佐
子
部
長
）
と
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
（
月
山
正
幸
委
員
長
）
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
員
と
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
の
盟
友
、
Ｊ
Ａ
か
ら
服
部
幸
信
本
部
長
、

烏
田
正
輝
理
事
、
各
部
長
、
支
店
長
、
次
長
、
課
長
が
参
加
し
、
令
和
7
年
度
の
諸
活
動
や
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
に
お
け
る
要
望
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
フ
レ
ミ
ズ
部
会
幸
せ
の
た
ね
た
ん
ぽ
ぽ
の
森
脇
美
也
子
副
部
会
長
か
ら
「
女
性
部
と
の
交
流
の
ほ
か
県
内
フ
レ
ミ
ズ
交

流
な
ど
職
員
の
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
他
の
支
部
長
か
ら
も
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
産
業

祭
等
で
の
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
が
あ
る
な
ど
始
終
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
、
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1/20
　

対話集会

　「家
の
光
」
の
家
計
簿
が
別
売
り
に
な
っ
て
寂
し
い
。
年
間
購
読
は
難
し
い
が
、
年
末
、
年
始

の
家
計
簿
、
付
録
を
楽
し
み
に
購
入
し
て
い
た
と
い
う
部
員
が
い
る
。

　使
わ
れ
な
く
な
っ
た
空
き
店
舗
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
冷
蔵
庫

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
が
い
つ
頃
撤
去
さ
れ
る
予
定
か
。

　法
人
へ
の
支
援
は
手
厚
い
と
感
じ
る
が
、
新
規
就
農
者
や
定
年
後
の
就
農
者
へ
の
支
援
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　「
家
計
簿
だ
け
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
家
計
簿
だ
け
の
販
売
に

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
付
録
と
し
て
付
け
て
欲
し
い
と
要
望
は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
使
え
る
冷
蔵
庫
は
、他
店
舗
で
利
用
し
、使
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
廃
棄
予
定
で
す
。
現
在
、

業
者
に
依
頼
し
て
お
り
手
配
が
整
い
次
第
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

　
新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、
各
市
町
に
担
い
手
部
会
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
県
・
市
町
の
担

当
者
、
T
A
C
（
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
J
A
担
当
者
）
が
、
月
に
一
度
情
報
共
有
を

し
て
各
分
野
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
農
業
者
に
対
し
て
は
、
地
区
本
部
独

自
の
対
策
と
し
て
土
壌
改
良
剤
の
購
入
、
助
成
出
荷
野
菜
の
苗
代.
潅
水
資
材
の
助
成
、
米
の

出
荷
に
対
し
て
1
袋
当
た
り
30
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
何
か
要
望
が
あ
れ
ば
、

内
部
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

QQQ AAA

営
農
指
導
員

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会 

開
催

益
田
職
員
が
最
優
秀
賞

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、 

出
雲
市
の
出
雲
地
区
本
部
会
議
室
で

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
優
れ
た
産
地
振
興
や
技
術
普
及

な
ど
の
取
り
組
み
事
例
を
共
有
し
、
営
農
指
導
員
の
レ
ベ

ル
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
大
会
で
は
各
地
区
本
部
か
ら
参
加
し
た
営
農

指
導
員
６
名
が
発
表
し
、
審
査
の
結
果
、
島
根
お
お
ち
地

区
本
部
か
ら
参
加
し
た
益
田
佑
一
職
員
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　
益
田
職
員
は『「
神
紅
」の
産
地
化
へ
の
挑
戦
　～「
神
紅
」

が
く
れ
た
繋
が
り
～
』
と
題
し
、
水
稲
に
依
存
し
な
い
農

業
へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
、
島
根
県
が
育
種
し
た
ぶ
ど

う
「
神
紅
」
に
活
路
を
見
出
し
、
邑
南
町
と
と
も
に
新
規

生
産
者
の
確
保
、
新
た
な
産
地
形
成
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
や
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業

の
取
り
組
み
、
栽
培
講
習

会
や
巡
回
指
導
、「
島
根

お
お
ち
ぶ
ど
う
部
会
」
の

設
立
な
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ぶ

ど
う
の
産
地
化
へ
の
取
り

組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

益
田
職
員
は
、
本
年
８
月

に
山
口
県
で
開
催
予
定
の

中
国
地
区
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

1/21
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島根おおちトピックス

学
業
成
就
米
贈
呈

　中
学
３
年
生
へ

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、 

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
県
内
の
中
学
3
年
生
へ
「
学
業
成
就
米
」
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
を
受
け
て
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
も
管
内
の
中
学
校
7
校
と
養
護
学
校
1
校
の
１
６
２
名
の
生
徒
に
贈

呈
し
ま
し
た
。
当
日
は
各
支
店
の
支
店
長
が
「
学
業
成
就
米
」
を
各
学
校
の
代
表
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

1/21-23
  ・27

第
14
期
Ｊ
Ａ
戦
略
型
中
核
人
材
育

成
研
修
成
果
を
発
表

　
J
A
し
ま
ね
が
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
業
務
に
取
り
組
む

職
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
、
J
A
戦
略
型
中

核
人
材
育
成
研
修
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
本
研
修
は
、
年
６
回
の

研
修
会
を
開
催
し
、
経
営
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
び
、
今
回

の
最
終
研
修
で
は
約
１
年
間
の

研
修
で
テ
ー
マ
と
し
て
抽
出
し

た
J
A
の
課
題
と
解
決
策
に
つ

い
て
、
修
了
論
文
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
J
A
グ
ル
ー

プ
か
ら
15
名
が
修
了
論
文
を
発

表
し
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
か

ら
企
画
総
務
部
の
齊
藤
剛
志
職

員
が
「
職
員
の
能
力
開
発
に
よ

る
組
合
員
対
応
の
強
化
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
齊
藤
職
員
は
本
研
修
終
了
後
、

「
他
地
区
本
部
の
職
員
と
研
修
を

す
る
中
で
、
様
々
な
見
解
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
へ
の
課

題
等
、
気
づ
か
さ
れ
る
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
業
務

の
中
で
課
題
を
克
服
し
組
合
員
・

利
用
者
の
為
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

石見養護学校

羽須美中学校

邑智中学校

桜江中学校

石見中学校

瑞穂中学校

川本中学校

大和中学校

1/8
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島根おおちトピックス

白
ね
ぎ
雪
害
規
格
を
適
用

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
営
農
部
は
、
１
月
２
日
の
降
雪
・
積
雪
に
よ
り
島
根

お
お
ち
管
内
特
産
の
白
ね
ぎ
に
葉
折
れ
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
本

店
や
出
荷
市
場
と
協
議
し
、
被
害
が
出
た
白
ね
ぎ
に
雪
害
出
荷
規
格
を
適
用
し

１
月
７
日
か
ら
出
荷
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
行
規
格
で
は
3
～
5
枚
の
葉
が
必
要
で
あ
る
が
雪
害
規
格
で
は
葉
２
枚

～
５
枚
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
生
産
者
26
名
を
営
農
指
導
員
が
巡
回

し
、
雪
害
規
格
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
規
格
は
緩
和
さ
れ
ま

す
が
消
費
者
目
線
で
丁
寧
に
調
製
し
て
も
ら
う
よ
う
確
認
も
行
い
ま
し
た
。
雪

害
規
格
対
象
と
な
っ
た
面
積
は
1
2
9
ａ
（
管
内
作
付
面
積
9
3
0
ａ
）
で
、
今

後
３
月
ま
で
出
荷
が
続
き
、
山
陰
、
広
島
市
場
内
の
量
販
店
に
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
営
農
部
指
導
販
売
課
の
販
売
担
当
者
は
、
鳥
取
県
米
子
市
の
株
式
会
社
米

子
青
果
を
訪
問
し
、
管
内
か
ら
出
荷
さ
れ
る
令
和
８
年
産
の
農
産
物
を
有
利
販
売
で
き
る
よ
う
商
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
米
子
青
果
第
一
営
業
部
（
野
菜
）
早
川
和
宏
次
長
、
勝
部
智
課
長
か
ら
昨
年
度
の
管
内
農
産
物
の

販
売
実
績
の
報
告
を
受
け
た
後
、
市
場
動
向
や
ス
ー
パ
ー
等
量
販
店
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
を
収

集
し
ま
し
た
。
情
報
と
し
て「
夏
場
の
高
温
の
影
響
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
等
の
葉
物
野
菜
が
品
薄
に
な
っ

て
い
る
」「『
つ
る
む
ら
さ
き
』
は
そ
の
代
替
品
と
し
て
需
要
が
高
く
量
が
必
要
で
あ
る
」「『
1
5
0

ｇ
袋
詰
め
ピ
ー
マ
ン
』
の
産
地
が
少
な
く
、
増
産
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
各
地
区
の
営
農
指
導
員
か
ら
生
産
者
へ
繋
ぎ
、
生
産
者
の
所
得

増
大
に
つ
な
が
る
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

1/7
-3月

白ねぎ圃場の積雪状況

市場担当者と商談する JA 販売担当者

市場担当者と商談する JA 販売担当者

白ねぎの雪害状況を確認する生産者

令
和
８
年
産
農
産
物
の
市
場
出
荷
に
つ
い
て
商
談

1/20
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営農だより

令和８年度水稲・園芸作物振興計画

 「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、相互扶助の理念に基づき、島根おおち地区本部の特色である自然環境と地理的条件を活かした農業
振興を強化すると共に、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に向け取り組みを行います。

１．水稲 … みどりの食料システム戦略 ( 石見高原ハーブ米）を基本とし販売に結びついた米生産の取り組み
２．園芸 … 県域推進６品目を中心とした栽培体系の確立と所得確保、水田フル活用に向けての取り組み
３．地域 … ① 鳥獣害について市町・県関係機関・猟友会・ＪＡで対策を実施
　　　　　 ② 担い手経営体や担い手の経営安定に向けての取り組み

    【販売に結びついた米生産の取り組み】
　１）特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」の振興（邑南町）
     ２）特別栽培米「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の振興（管内全域）
　３）特別栽培米「つや姫」の振興（管内全域）
　４）石見高原ハーブ米（コシヒカリ・きぬむすめ）新規生産者及び増反生産者増反分
　　　…レッド・クリムソンクローバー種子代金１／２助成
　５）石見高原ハーブ米（コシヒカリ・きぬむすめ）継続生産者
　　　…レッド・クリムソンクローバー種子代金１／３助成
　６）追肥労力を削減できる追肥料の実証圃

【地力増進対策による品質及び収量向上に向けた取り組み】
    土壌改良材の購入助成（１０％）　　栽培暦に記載している基準使用量が対象
    令和７年８月～令和８年５月まで　  令和８年産米の栽培に使用した土壌改良材

    令和８年度の園芸支援策を作成しました。作付や生産拡大に　
　あたっては以下の支援策がありますので、各事業所までご相
　談頂き、ご活用ください。
　１) 基本方針：県域６品目（白ネギ、ミニトマト、たまねぎ、
　　  アスパラガス、キャベツ、ブロッコリー）の推進
　２) 基本方針：島根おおち重点振興作物（白ネギ、なす、ピー
          マン、ミニトマト、ブロッコリー、広島菜、たまねぎ）の
           推進

農業振興基本方針

１．水稲の振興 ２．園芸の振興

ＪＡしまね　島根おおち地区本部

品目 振興策 具体策 助成

白ねぎ

※白ねぎの面積換算は　ミニネギ８枚／ａ　白ねぎ６枚／ａ

面積拡大（出
荷量増大）に
むけた対策

昨年度同枚数購入苗助成　※ 3、※ 5 ５０円／箱
面積拡大部分苗助成　      　　　　　　※苗
１２枚以上　　※ 3、　※ 5 １５０円／箱

１０a 以上作付け者へ苗助成      　　　　※苗
６０枚以上　※ 3、※ 5 ２００円／箱

新規作付け苗助成 (2a 以上 )　　　　   　※苗
１２枚以上　※ 3、※ 5 １／２

出荷奨励金助成                                     
（１０ａあたり１５００ｋｇ以上出荷）                    　

※ 3、※４　※ 5
１００円／箱

施設利用対策 出荷調製施設利用料助成（規格条件有）　※ 3　
※資材費は除く

３Ｌ、２Ｌ規格　
１／３

Ｌ３規格　
１／４

専用肥料助成 白ねぎ専用 BB 肥料 L500・V540　※ 3 購入金額の
１０％

ナス

専用肥料助成 パッケージ１号　※ 3 購入金額の
１０％

面積拡大（出
荷量増大）に
むけた対策・
接ぎ木苗助成

昨年度同本数購入苗助成　※ 3、※ 5 １０円／本
面積拡大部分苗助成　７０本以上　　　　　　
※ 3、※ 5 １５円／本

新規作付け苗助成（２a 以上）　※苗１４０本
以上　※ 3、※ 5 ２０円／本

出荷奨励金助成（１０ａあたり４８００ｋｇ
以上出荷）　※ 3、※４　※ 5 １０円／本

ミニ
トマト

面積拡大（出
荷量増大）に
むけた対策・
接ぎ木苗助成

昨年度同本数購入苗助成　※ 3、※ 5 １０円／本
面積拡大部分助成　５０本以上　※ 3、※ 5 １５円／本
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１０％
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面積拡大部分助成（３a 以上）　　　　　　　　　
※苗 9 枚以上　※ 3、※ 5 １００円／箱
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出荷野菜
全般 土壌改良対策 ミネラルＧ粉・粒　フレコン　購入助成　　　　

※ 300 ｋｇ／ 10a 上限　　※ 3
購入金額の

１０％

バーク
堆肥助成

出荷野菜土づ
くり対策

出荷野菜バラ堆肥助成（1 ｔ単位購入）出荷野
菜施肥設計例に記載してある堆肥が対象：ぐん
ぐん有機バーク入り、ぐんぐん有機Ａ　　※ 3

購入金額の
１０％

高温対策
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潅水施設 潅水・散水にかかる資材（動力は除く） １／４

収量・品質向上 機能性液肥予約購入助成　                               
  ※予約注文書購入分に限る　　※ 3 １／４
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営農だより

ケイトウを栽培してみませんか！！

島根おおち管内肉用牛研修会

　ケイトウはお盆やお彼岸の仏花としてのイメージが強いかと思いますが、赤やピンク・オレンジなど様々な色合い
を持ち、フラワーアレンジメントなどにも使用されるお花です。暑さに強く、８月のお盆前から鮮やかな花をつけます。
肥料は少なめで、草丈の伸長とともに収穫までしっかりとフラワーネットをあげていくことが栽培のポイントになり
ます。鳥獣害に遭いにくく、初心者の方でも取り組みやすい品目です。

営農指導員より栽培のポイント

月 ５月末 ６月～ 7 月 ７月末～ 8 月（お盆前）

作 型 　　　　   ○
　　  苗定植 防除・ネット上げ 　収穫　防除

　昨年初めてケイトウの栽培を始めました。栽培は初めてでしたが、栽培講習会も定期的に開催され、栽培方法を確認しなが
ら取り組むことができました。比較的作りやすく、なにか栽培してみたいという方にはおすすめだと思います。

生産者の声（邑南町　Hさん）

　島根おおち肉用牛改良組合協議会（西槇明彦組合長）と「石見和牛」女性ネットワーク華久里（釣釜里恵子会長）、
邑智郡農林業振興協議会（嘉戸隆会長）は、令和７年度島根おおち管内肉用牛研修会を矢上交流センターで、畜産
農家と関係機関から 50 名が参加し開催しました。この研修会は、管内畜産農家の生産技術向上及び情報共有を目的
に毎年行っているものです。
　始めに西槇組合長が「本日の研修会を活かして、管内の肉用牛振興を盛り上げていきましょう」とあいさつ。午
前の部は話題提供から始まり、関係機関より情勢報告や情報提供が行われました。NOSAI 石見の岡田育男所長から
管内の家畜共済支払い状況について説明があり、石見家畜診療所の大原和彦次長は「産子（生まれた子牛）はきれ
いな手で触る。へその緒は乾かし感染症の予防を」と呼びかけ、このほか家畜防疫対策、第１３回北海道全共につ
いて情報提供、全国の枝肉相場推移、管内の飼養頭数・分娩間隔・島根県基幹種雄牛の紹介などについて話があり
ました。
　午後の部は、農事組合法人中国牧場から町谷修二代表理事、JA しまね営農経済本店畜産部畜産課岩﨑佳恵課長補
佐を招いて意見交換会が行われ、参加者からの「肥育経営体や肉屋はどのような肉を求めているのか」という質問
に対して、町谷代表が「卸先によって需要は異なり、スーパーは変色しない固い脂の肉を求め、神戸では、柔らか
い脂の肉を求めている」と回答。別の参加者からは、「子牛市場で取引の際、どの部位を見て判断するのか」という
質問に対して、岩﨑課長補佐が「購買者は、体高、肋張り、腿の充実、体の深さ、体上線、お枕、口の大きさ、顔、
肩後の充実、皮膚のゆとり、毛の質、角等」と回答がありました。岩﨑課長補佐から「『良い牛』とはどんな牛か？」
と問いかけがあり「発育がいい牛」「体の伸びがある牛」などと参加者が答えるなど、終了時刻を経過しても白熱し
た意見交換が行われまし
た。
　参加者は「有意義な研
修会をありがとうござい
ました」「子牛生産に取り
入れていきたい」との感
想が聞かれました。島根
おおち肉用牛改良組合協
議会は今後もこのような
研修会を開いていくこと
としています。

８月盆出しケイトウ経営収支（島根県農業経営指導指針参考）

経 営 収 支　 区分 1a 当たり 10 a 当たり 算出基礎

粗 収 益
ケイトウ 112,200 1,122,000 26400 本 /10 ａ

合計（ａ） 112,200 1,122,000

経 営 費

種苗費 18,150 181,500 購入苗 110 枚

肥料費 2,438 24,384

農薬費 1,377 13,765

販売経費 32,799 327,993 出荷資材、手数料、運賃

その他経費 8,142 81,416 動力光熱費、諸材料費、小農具費他

合計（ｂ） 62,906 629,058

所 得 ａ－ｂ 49,294 492,942 所得率 43％
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和牛情報
西部〝上昇〟中央〝保合〟

　令和 8 年 1 月の全国主要子牛市場平均価格（全農・畜産生産
部 1 月 23 日現在速報）ほ、雌 715,228 円（前月比 100%)、去
勢 826,932 円（前月比 100%)、計 777,011 円（前月比 100%) 
で 〝保合〟の取引となっていまず。
　本県 1 月の子牛市場は、西部・中央で開設し 387 頭の取引が
あり、平均価格は、西部市場 805, 623 円（前回比 102 千円高）、
中央市場 763,736 円（前回比 12 千円安）での取引となりました。
　今月は欠場する牛が多くいました。購買者（特に繁殖素牛購
買の方）の中には、 名簿を見て、ピンポイントで特定の牛を購買
に来場される方もいらっしゃいます。牛の体調等でどうしても
欠場することはあると思いますが、名簿に載っている牛が欠場
せず上場されることが、購買者の信頼になり、次の来場にも繋
がりますので、できるだけ欠場のない市場になるようご協力を
お願いいたします。
　最近、 購買後のクレーム（特に外貌【肢節の腫れ・斜頸．傷等
の外傷など】によるもの）が増えています。市場において、損
徴の公表については生産者の申告を原則として います。補償が
生じた場合には、 生産者の方にもご負担いただくことがありま
す。市場で入場検査は実施していますが、頭数が多く、時間も
限られるためどうしても細かい損徴を見落としてしまう場合が
あります。市場に上場される子牛は、繁殖農家の皆様が毎日管
理されているので、 一番わかっておられると思います。少しでも

気になる損徴がありましたら、お申し出いただきますようご協力
をよろしくお願いします。

Wagyu Infomation
令和８年１月 子 牛 市 場 成 績 表

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メ　ス 101 877,800 188,100 732,774 
ヌ　キ 135 1,056,000 133,100 786,899 
合　計 236 763,736 

島根おおち
メ　ス 9 840,400 622,600 756,800 
ヌ　キ 20 953,700 674,300 818,785 
合　計 29 953,700 622,600 799,548 

瑞 穂
メ　ス 1 825,000 825,000 825,000 
ヌ　キ 2 942,700 803,000 872,850 
合　計 3 856,900 

石 見
メ　ス 1 801,900 801,900 801,900 
ヌ　キ 3 899,800 749,100 838,567 
合　計 4 899,800 749,100 829,400 

川 本
メ　ス 2 820,600 794,200 807,400 
ヌ　キ 4 844,800 677,600 726,550 
合　計 6 820,600 677,600 753,500 

邑 智
メ　ス 4 781,000 622,600 682,275 
ヌ　キ 9 953,700 768,900 845,167 
合　計 13 953,700 622,600 795,046 

大 和
メ　ス
ヌ　キ 1 674,300 674,300 674,300 
合　計 1 674,300 674,300 674,300 

桜 江
メ　ス 1 840,400 840,400 840,400 
ヌ　キ 1 927,300 927,300 927,300 
合　計 2 927,300 840,400 883,850 

島根おおち地区本部

女性部が行く女性部が行く

52 年目の味噌づくり52 年目の味噌づくり

　石見支部（寺内洋子支部長）は、自家栽培の米と大豆を使い「味噌づくり」を行っています。
今年 52年目を迎え、地産地消、無添加の味噌を家庭で味わうことを目的に取り組んでいます。
　今年も 1月初めから部員が５～６名のグループに分かれ、寺内支部長、森本マツエさんをリー
ダーに米麹造りから始まりました。３日間にわたる工程の最終日は、蒸した大豆に塩、米麹、
大豆の蒸し汁を混ぜ合わせ、ミンサーで細かく引いて終了しました。できあがった味噌は、各
家庭に持ち帰り約１年間熟成させ自家消費します。この「味噌づくり」は今後２月末まで定期
的に行われます。
　また、昨年からフレミズ部会から 2名が味噌づくりに参加しており、今年も 2月に参加しま
す。参加する森脇美也子副部会長は「味噌が手作りできるせっかくの機会。楽しみにしていま
す」と声を弾ませて語りました。
　寺内支部長は「大豆が不作で集まらないなか、職員のみなさんには集荷に尽力いただき感謝
します。部員の交流の場でもあり、地元の農産物で作る味噌は、無添加で美味しい。この取り
組みが続けられてよかった。」と笑顔で話しました。

 1/
  21
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葬祭センターよりお知らせ

総合生活課よりお知らせ

　組合員・利用者の皆様におかれましては当葬祭センターをご利用いただき厚く御礼申し上げます。
当センターで扱っておりますお供え物 ( 生花・盛籠）につきまして昨今の仕入価格の急激な上昇をふ
まえ、令和８年３月１日より価格を変更する事と致しましたのでご案内致します。組合員・利用者様
には、大変ご迷惑をおかけすることとなり誠に申し訳ございませんが何卒ご理解の程お願い申し上げ
ます。

【 改定後価格（税込）】

生 花
1 段 1 基　16,500 円　　 1 段 1 対　33,000 円

2 段 1 基　22,000 円　　２段 1 対　44,000 円

盛 籠 １籠　14,000 円　　 １対　28,000 円

ＪＡしまね島根おおち地区本部葬祭センター

0120-097-983フリーダイヤル
24 時間受付 ( 中国地方のみ使用可能 )

ここんんななおお悩悩みみなないいでですすかか？？こんなお悩みないですか？

テン・アライグマ・コウモリ・イタチ・ネズミ・ハクビシンなど

害獣の被害・対策　ご相談承ります。
屋根裏・壁の中から音がする。

天井のシミ

床下や天井裏から糞尿臭がする。

害獣は住みついてしまうと断熱材を破ったり、天井裏や床下を排泄物で汚します。

お問合せは　島根おおち地区本部各事業所まで

侵入経路をしっかり調査して
害獣の侵入を防止します。

J A へお問合せ 現地にてお見積り
（無料）
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3月の行事予定3月の行事予定

3/18 [水 ] ゆとり倶楽部 「春の寄せ植え」

３月の外勤日

１７日(火 )・１８日(水)・１９日(木 )

お便り紹介 今月も皆さんからのおたよりがたくさん届いています。ありがとうございます。
その他、JA に対するご意見・ご要望などお寄せください。

　各地域の営農の取組みやイベントなど、野菜等の栽培に関するものやしまねうレシピ等毎回興味深く、楽しみにしてます。

　今回の答え「合格」を願っている身内が 3名もいるので、この知らせが届くことを切に願っている者です。

　活動の写真がたくさんあって様子がわかりやすいです

～健康寿命１００歳プロジェクト～

令和８年度『ゆとり倶楽部』受講生募集!!　

応 募 資 格

受 講 料
期 間
開 催 場 所
内 容
定 員
そ の 他

：  本人または家族が JA 組合員である方
     （年齢・性別は問いません）

：  年間 3,000 円（材料費別途）
：  令和８年５月～令和９年３月（全１０講座の予定）
：  管内　( 講座により会場が変わります )
：  健康講座、園芸、手芸の他、時事学習会など
：  ２５名（定員になり次第、締め切りとさせていただきます）
： 聴講制度あり（1 講座 500 円、材料代別途）

詳しいカリキュラム等は「しまねびより３月号」、チラシでお知らせします。

【お問い合わせ】

島根おおち地区本部 企画総務部 TEL：0855-83-1801 FAX：0855-83-1373

瑞穂支店管内　Kさん　6０代

石見支店管内　Kさん　70代

石見支店管内　Fさん　50代

　楽しく読んでいただいて嬉しいかぎりです　これからも皆様に楽しんでいただけるような紙面にしていきたいと思います。

　3名！それは気の抜けない日々をお過ごしのことと思います。今年は寒い日が続いていますが、きれいな「サクラサク」になる
ことを願っています。

　うれしいです　写真を撮るのが苦手でデジカメなのにブレていたり、被写体が目をつむっていたり…　うまく取れませんが、出来る
だけ多くの写真を掲載するようにしています。ほかの担当職員にもいっぱい撮影するようにお願いしておきますね！
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